



Spatiotemporal analysis on the distinctiveness of commercial areas in front of suburban stations














































世までに成立していた市街地 ( 近世市街地 )、２つ目は、鉄道の発展を背景に
近代以降成立した市街地 ( 近代市街地 )、3 つ目は、ニュータウン計画や大規
模宅地開発あるいは高速道路整備、さらには自動車を前提としたスプロール























































市街地 A（7，10），市街地 B（70，100），市街地 C（700，1000）
これら 3 つの市街地の「この街にしかない商店の店舗数」の比率は、すべて 0.7
である。このことから、3 つの市街地には差異がないと判断することは妥当だ
ろうか。あるいは、次のようなべつの 3 つの市街地
市街地 A（100，200），市街地 B（100，500），市街地 C（100，1000）
を想定したとき、3 つの市街地の「この街にしかない商店の店舗数」は、す











































7） 若 林 幹 夫 他：『 モ ー ル 化 す る 都 市









































































































































　本間ら 20）は、　「非効率的だが多様な施設＝ “ 従来店 ”」と「効率的だが画




























様な施設（従来店）” と “ 画一的な施設
（コンビニ）” の競合モデル，日本建築










































































　対象駅は、つぎの 5 つの条件を満たす 74 駅とした【表 1】【図 1】。




　（b）2016 年度の乗降客数が 6 万人を超えていること
　これは、駅前商業地を分析する観点から駅の規模が一定以上であることが
望ましいと判断し、本研究では、駅の規模を乗降客数に見立てたためである。
また、乗降客数の下限を 5 万人とすると 131 駅が該当し、それに伴って整備
が必要なデータ数が膨大になるため、6 万人とした。




　（d）各駅の 600m 圏内に (a) ～ (c) を満たさない駅が存在しないこと


















































































　したがって、対象商店の分類は、〈遍在店 - 娯楽店〉〈遍在店 - 生活店〉〈固




































































　〈娯楽店〉の布置に着目すると、おおむね、Ru > 0 ならば繁華街、Ru < 0 な
らば住宅街であることが予想される。〈生活店〉の布置に着目すると、Ru> 0












































































































































































































































































































































多い。〈娯楽店〉〈生活店〉ともに Ru、Qp は 0 に近い値をとる傾向がある。
　クラスターⅡは、開業年度が比較的古く繁華街として発展してきた市街地
だと考えられる。〈娯楽店〉は Ru、Qp ともに 0 より大きく、〈生活店〉は Ru
が 0 より大きい傾向がある。
　クラスターⅢは、海老名駅前の大型商業施設ビナウォークの開業が 2002
年で京王線橋本駅の開業が 1990 年であることを考慮すると、早くとも 1970
年以降に繁華街として発展してきた市街地だと考えられる。〈娯楽店〉〈生活店〉
ともに Ru、Qp は 0 より小さい傾向がある。
　クラスターⅣは、比較的開業年度が古い交通結節点の役割を担う駅が多く、
相対的には住宅中心の市街地と推察される。〈娯楽店〉〈生活店〉ともに Ru は











































































































































































































































































　PB と EB は、それぞれ人口と全従業者数を表しており、この値は 500m メッ
シュ単位で集計された各数値を駅勢圏で面積按分することで算出している。
　T は、東京駅を平日 19 時 12 分から 30 分までに出発する経路のなかで、








　重回帰分析の結果を【表 3】【表 4】に示す。PRC は偏回帰係数、S-PRC は
標準偏回帰係数、Pr は p 値を表している。
PRCS -PRC Pr PRCS -PRC Pr PRCS -PRC Pr
Y
Y
d -0.0670 -0.2175 0.0266 -0.0916 -0.3355 0.0000 -0.0778 -0.2899 0.0002
P
UE -0.0015 -0.3522 0.0005
UL -0.0011 -0.5721 0.0000
UA -0.0005 -0.4061 0.0000
RL -0.9020 -0.4601 0.0000 -0.4928 -0.2638 0.0000 -0.7466 -0.4373 0.0000
AB 0.0000 -0.2494 0.0179 0.0000 -0.2890 0.0005 0.0000 -0.3345 0.0001
PB 0.0000 0.2819 0.0313 0.0000 0.1493 0.1363 0.0000 0.1692 0.0939
EB
T0 .0038 0.3706 0.0024 0.0018 0.2000 0.0330 0.0022 0.2466 0.0093
Td
ST
定数項 0.9998 0.0000 0.8187 0.0000 0.9858 < 2e-16
AIC












RL -2.7826 -0.3429 0.0005 1.4164 0.1950 0.0646
AB -0.0001 -0.3553 0.0002 -0.0001 -0.3962 0.0002 -0.0001 -0.4038 0.0001
PB
EB 0.0000 0.3807 0.0001 0.0000 0.4273 0.0001 0.0000 0.4405 0.0000
T0 .0134 0.3126 0.0004 0.0134 0.3486 0.0004 0.0132 0.3404 0.0003
Td
ST -0.4204 -0.3893 0.0000 -0.4225 -0.4371 0.0000 -0.4200 -0.4301 0.0000
定数項 -5.4369 < 2e-16- 7.5441 < 2e-16- 6.1708 < 2e-16
AIC
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